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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期

会計期間
自平成28年６月１日
至平成29年２月28日

自平成29年６月１日
至平成30年２月28日

自平成28年６月１日
至平成29年５月31日

売上高 （千円） 29,667,802 29,313,365 40,187,520

経常利益又は経常損失（△） （千円） 327,645 △376,960 221,186

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（千円） 87,909 △478,019 △423,136

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 231,115 △404,277 △382,955

純資産額 （千円） 3,981,587 3,020,820 3,367,501

総資産額 （千円） 31,403,019 30,047,768 30,305,885

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）

（円） 14.04 △75.93 △67.58

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.7 10.1 11.1

 

回次
第63期

第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年12月１日
至平成29年２月28日

自平成29年12月１日
至平成30年２月28日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △17.61 △35.83

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第63期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。第64期第３四半期連結累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

４．第63期第３四半期連結累計期間及び第63期連結会計年度の関連する主要な経営指標等については、誤謬の訂

正による遡及処理の内容を反映させた数値を記載しております。また、過年度の決算訂正を行い、平成29年

10月13日に訂正報告書を提出しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、前連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１四半期連

結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済政策により企業収益や雇用環境が改善され

るなど緩やかな回復基調で推移しましたが、中国を始めとする新興国経済の景気減速、米国の新政権による大幅

な政策変更等により、世界経済は先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは平成29年６月１日より持株会社体制に移行し、新たな体制のメリット

を活かした「新ビジネスの構築（新化）」と「既存ビジネスの充実（深化）」を基本戦略とした中期経営計画

「TO Future Plan（TFP）」をスタートいたしました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が29,313百万円（前年同期比1.2％減）、営業損失は347百万円

（前年同期は224百万円の営業利益）、経常損失は376百万円（前年同期は327百万円の経常利益）、親会社株主に

帰属する四半期純損失は478百万円（前年同期は87百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年

同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

木材事業におきましては、公共工事の減少に伴い、フローリング（床板）工事の受注件数が減少したことによ

り売上高は前年同期を下回りました。利益面につきましては、原材料価格の上昇など原価増加分の販売価格への

転嫁が遅れていることなどにより利益率が低い状態で推移しました。

この結果、売上高は7,767百万円（前年同期比2.3％減）、営業損失は107百万円（前年同期は59百万円の損失）

となりました。

流通事業におきましては、平成29年６月に株式会社テーオーリテイリングがイエローグローブ恵庭店（北海道

恵庭市）を開店するなど販売力の強化に取り組んだものの、耐久消費財に対する消費マインドが低迷しているこ

となどにより売上高、営業利益とも前年同期を下回りました。

この結果、売上高は10,843百万円（前年同期比2.1％減）、営業損失は151百万円（前年同期は114百万円の損

失）となりました。

住宅事業におきましては、新築戸建住宅の受注着工件数は増加しているものの、引き渡し件数の減少により売

上高、営業利益とも前年同期を下回りました。

この結果、売上高は695百万円（前年同期比37.9％減）、営業損失は14百万円（前年同期は206百万円の利益）

となりました。

建設事業におきましては、当第３四半期連結累計期間における物件の引渡しが完了したことなどにより、売上

高、営業利益とも前年同期を上回りました。

この結果、売上高は2,701百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益は148百万円（同17.1％増）となりました。

不動産賃貸事業におきましては、売上高は368百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益は77百万円（同53.3％

減）となりました。

自動車関連事業におきましては、取扱い車種に一部販売停止期間があったものの、軽自動車を中心に新車の販

売台数が増加したことにより、売上高は前年同期を上回りましたが、営業費用の増加により利益は前年同期を下

回りました。

この結果、売上高は6,027百万円（前年同期比4.6％増）、営業損失は134百万円（前年同期は21百万円の利益）

となりました。

スポーツクラブ事業におきましては、売上高は126百万円（前年同期比25.3％増）、営業損失は28百万円（前年

同期は54百万円の損失）となりました。

 

（2）財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は30,047百万円となり、前連結会計年度末に比べ258百万円減少し

ております。主な要因としましては受取手形及び売掛金が261百万円減少したことなどによるものであります。

負債合計は27,026百万円となり、前連結会計年度末に比べ88百万円増加しております。主な要因としまして

は、長期借入金が1,041百万円減少したものの、支払手形及び買掛金433百万円、短期借入金922百万円がそれぞれ

増加したことなどによるものであります。

純資産は、3,020百万円となり前連結会計年度末に比べ346百万円減少しております。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年４月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,926,896 8,926,896
東京証券取引所ＪＡＳＤ

ＡＱ（スタンダード）
単元株式数100株

計 8,926,896 8,926,896 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年12月１日～

平成30年２月28日
－ 8,926,896 － 1,775,640 － 1,167,443

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,615,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,308,700 63,087 －

単元未満株式 普通株式　　 2,896 － －

発行済株式総数 8,926,896 － －

総株主の議決権 － 63,087 －

 

②【自己株式等】

平成30年２月28日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社テーオーホール

ディングス

北海道函館市港町三丁目

18番15号
2,615,300 － 2,615,300 29.30

計 － 2,615,300 － 2,615,300 29.30

（注）平成30年２月１日を払込期日とする第三者割当による自己株式の処分により97,500株を処分しております。

この結果、当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は2,517,800株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　   当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年12月１日から平

成30年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成30年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第63期連結会計年度　　新日本有限責任監査法人

　第64期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　　有限責任監査法人トーマツ
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,358,904 1,148,360

受取手形及び売掛金 2,925,827 2,664,565

営業貸付金 993,941 953,912

商品及び製品 4,808,075 5,314,408

販売用不動産 2,193,755 2,258,419

原材料及び貯蔵品 1,430,839 1,303,214

未成工事支出金 126,393 291,942

その他 847,369 706,891

貸倒引当金 △141,107 △196,095

流動資産合計 14,543,999 14,445,618

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,941,739 3,732,146

賃貸用資産（純額） 3,639,711 3,619,585

土地 4,254,652 4,285,758

その他（純額） 1,904,593 1,925,411

有形固定資産合計 13,740,698 13,562,902

無形固定資産   

のれん 191,365 160,761

その他 299,812 311,833

無形固定資産合計 491,178 472,595

投資その他の資産   

投資有価証券 676,454 657,932

その他 1,150,359 1,202,651

貸倒引当金 △296,807 △293,932

投資その他の資産合計 1,530,008 1,566,652

固定資産合計 15,761,885 15,602,149

資産合計 30,305,885 30,047,768
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年２月28日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,615,035 6,048,267

短期借入金 10,342,349 11,265,088

未払法人税等 154,588 42,832

引当金 229,587 141,467

その他 1,701,590 1,733,878

流動負債合計 18,043,154 19,231,533

固定負債   

長期借入金 5,809,913 4,768,192

退職給付に係る負債 881,475 858,097

役員退職慰労引当金 105,838 100,220

その他 2,098,002 2,068,904

固定負債合計 8,895,229 7,795,414

負債合計 26,938,383 27,026,948

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,775,640 1,775,640

資本剰余金 1,944,288 1,945,723

利益剰余金 1,235,188 694,531

自己株式 △1,288,310 △1,169,511

株主資本合計 3,666,806 3,246,383

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △30,335 △41,308

退職給付に係る調整累計額 △268,969 △184,254

その他の包括利益累計額合計 △299,304 △225,563

純資産合計 3,367,501 3,020,820

負債純資産合計 30,305,885 30,047,768
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成30年２月28日)

売上高 29,667,802 29,313,365

売上原価 23,530,910 23,651,997

売上総利益 6,136,891 5,661,368

販売費及び一般管理費 5,912,868 6,009,139

営業利益又は営業損失（△） 224,023 △347,771

営業外収益   

受取利息 1,413 459

受取配当金 15,041 14,832

受取保険金 108,094 11,647

受取補償金 57,650 19,800

その他 97,955 95,842

営業外収益合計 280,155 142,581

営業外費用   

支払利息 135,959 135,773

その他 40,573 35,996

営業外費用合計 176,532 171,770

経常利益又は経常損失（△） 327,645 △376,960

特別利益   

固定資産売却益 2,808 8,937

投資有価証券売却益 6 1,773

特別利益合計 2,814 10,711

特別損失   

固定資産除却損 21,496 0

固定資産売却損 3,180 0

減損損失 － ※ 20,351

投資有価証券売却損 1,442 －

特別損失合計 26,119 20,351

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
304,340 △386,600

法人税、住民税及び事業税 122,554 84,284

法人税等調整額 93,877 7,134

法人税等合計 216,431 91,418

四半期純利益又は四半期純損失（△） 87,909 △478,019

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
87,909 △478,019
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成29年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年６月１日
　至　平成30年２月28日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 87,909 △478,019

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 98,417 △10,973

退職給付に係る調整額 44,788 84,714

その他の包括利益合計 143,206 73,741

四半期包括利益 231,115 △404,277

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 231,115 △404,277
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成29年５月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成30年２月28日）　　

受取手形割引高 1,418,101千円 1,684,347千円

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　減損損失

　当社グループは次の資産グループについて減損損失を計上しております。

　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成30年２月28日）

　場所 用途 種類 減損損失

　北海道旭川市他 営業用資産 建物及び構築物・その他 20,351千円

　　当社グループは、原則として事業所ごとに資産のグルーピングを行っております。また、賃貸用資産及び

遊休資産は物件ごとにグルーピングを行っております。

　　資産グループのうち、営業損益が継続してマイナスである事業所又は時価の下落が著しい賃貸用資産、及

び遊休資産については帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。

　　その内訳は、建物及び構築物13,687千円、その他6,663千円であります。

　　なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額を使用しております。建物及び構築物等について

は、転用や売却可能性がないことから、備忘価格まで減額しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

　　 （自　平成28年６月１日

　　　 至　平成29年２月28日）

当第３四半期連結累計期間

　　 （自　平成29年６月１日

　　　 至　平成30年２月28日）

　減価償却費 634,054千円 708,778千円

　のれんの償却額 34,424千円 30,604千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成29年２月28日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類 配当金の総額

１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月25日

定時株主総会
普通株式 63,115千円 10円 平成28年５月31日 平成28年８月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成30年２月28日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類 配当金の総額

１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月24日

定時株主総会
普通株式 62,639千円 10円 平成29年５月31日 平成29年８月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成29年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設 不動産賃貸 自動車関連
スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 7,949,369 11,070,553 1,118,647 2,526,331 383,417 5,761,958 101,211 28,911,488

セグメント間の内部

売上高又は振替高
63,628 － 162 544,871 7,715 8,296 － 624,673

計 8,012,997 11,070,553 1,118,809 3,071,202 391,132 5,770,254 101,211 29,536,162

セグメント利益又は損失

（△）
△59,400 △114,950 206,631 126,780 165,270 21,139 △54,140 291,331

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 756,313 29,667,802

セグメント間の内部

売上高又は振替高
20,608 645,281

計 776,921 30,313,083

セグメント利益又は損失

（△）
34,091 325,422

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ケアサービス事業等を含んでおりま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

　報告セグメント計 291,331

　「その他」の区分の利益 34,091

　セグメント間取引消去 △26,744

　全社費用（注） △74,654

　四半期連結損益計算書の営業利益 224,023

　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年６月１日　至　平成30年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

 木材 流通 住宅 建設 不動産賃貸 自動車関連
スポーツ

クラブ
計

売上高         

外部顧客への売上高 7,767,553 10,843,336 695,236 2,701,767 368,639 6,027,567 126,795 28,530,897

セグメント間の内部

売上高又は振替高
50,155 967 30,541 100,509 279,071 5,280 － 466,525

計 7,817,709 10,844,304 725,778 2,802,276 647,710 6,032,847 126,795 28,997,422

セグメント利益又は損失

（△）
△107,342 △151,325 △14,284 148,405 77,143 △134,993 △28,907 △211,303

 

   

 
その他

（注）
合計

売上高   

外部顧客への売上高 782,468 29,313,365

セグメント間の内部

売上高又は振替高
387,623 854,148

計 1,170,091 30,167,514

セグメント利益又は損失

（△）
△132,244 △343,548

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、持株会社である当社の経営指導及びケ

アサービス事業等が含まれてます。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

　報告セグメント計 △211,303

　「その他」の区分の利益 △132,244

　セグメント間取引消去 △4,223

　四半期連結損益計算書の営業損失 △347,771

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「流通事業」セグメントにおいて、営業用資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の

計上額は、当第３四半期連結累計期間において20,351千円であります。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度より、「その他」に含まれていた「スポーツクラブ」については、量的な重要性が増し

たため連結セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成29年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年６月１日
至　平成30年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
14円04銭 △75円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

87,909 △478,019

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

87,909 △478,019

普通株式の期中平均株式数（株） 6,259,967 6,295,129

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株

当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社テーオーホールディングス(E03169)

四半期報告書

18/19



  
 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成30年４月13日

株式会社テーオーホールディングス

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士

 
瀬戸　卓　　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 

公認会計士
 

五十嵐　康彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テー

オーホールディングスの平成29年６月１日から平成30年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29

年12月１日から平成30年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年６月１日から平成30年２月28日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テーオーホールディングス及び連結子会社の平成30年２月28

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成29年５月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る訂正後の四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の訂正後の連結財務諸表は、それぞれ前任監査人によって四半期レ

ビュー及び監査が実施されている。前任監査人は当該訂正後の四半期連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定

の結論を表明しており、また、当該訂正後の連結財務諸表に対して平成29年10月13日付で無限定適正意見を表明してい

る。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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